
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

サンダルフォン

ソロリティ

ステーシー

タナトス

希望

60

煉獄

11
白い部屋

青い空

黒い陰（配布）

反逆（配布）

あい（配布）

白い部屋、薬、注射、白い服の人たち。あの痩せた腕は、あの痩せた膝は、あなた自身のものだろうか。生きていたけど動けなかったあなた、死んだけど動けるあなた。あなたにとってはどちらが……。

空は確か青かった。今見える空はどろりと濁ったった鉛色だけど。鮮やかな青い、抜けるような空をあなたは知っている。それはかって当たり前のものだった。もうあの青い空は見ることができないのだろうか。

かつてなにがおきたのか。なぜ繭の中で眠っていたのか。記憶は断片でしか無く、思い出せることはほとんど無い。けれど一つだけ確かなことがある。あなたはあの日蛇の声を聞いた。あなたは永遠の幸福よりも一時の官能を選んでしまった。その事実がこの結果を生んだのだ。

きっかけは何だったのか、どうして兵器である彼らが反逆を起こしたのか。確かなことは一つだけ。あなたは自分の意思で反逆に参加したのだ。白ほど染まりやすいものはない。蛇の声の囁くまま、あなたは剣を手に取った。望みが叶わないのなら、いっそ廃棄されてしまった方がよかったのに。

研究所のなかで何が起きていたのか。愚かな私は何も知らなかった。あなたが何を思い、なぜ私を創ったのか。私は私を知らず、また愛を知らなかった。愛玩物として創られた意味を知りもせず、兵器を憎み、あなたの愛を知ろうともしなかった。兵器に愛は必要なのか。その問いがそもそもおかしかったのだ。私たちは人間で、”へいき”じゃなかったのだから。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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ダメージ

オート

アクション
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効果参照

自身

自身

自身

0～1

自身

自身

0

自身

0

0

0

自身

0

自身

自身

自身

自身

自身

自身

自身

0

ドール全員望む攻撃マニューバ1つをラピッドで使用できる

バトルパートにおいて、パーツを損傷しても、ターン終了時までそのマニューバは使用できる。

攻撃判定・切断判定の出目は全て+1、ターン終了時・戦闘終了時にパーツ損傷

基本パーツを1つ修復する

ダメージに付属する効果全てを打ち消す

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい

バトルパートで、同カウント内に他の姉妹が攻撃対象とした敵に攻撃判定する際、自身の攻撃判定出目+1、ダメージ+1してもよい

2

1

肉弾攻撃１

＋1

自身には不可、移動1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃2+切断、攻撃判定+1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

＋1

防御1

防御2

対話判定+1してもよい

移動１

移動１

妨害１
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